
関
東
あ
ま
た

か
会
で
は
、
11

名
の
新
入
学
生

を
迎
え
ま
し
た
。

毎
年
６
月
に
歓
迎
会
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
一
昨
年
か
ら
歓
迎
会
は
オ
ン
ラ
イ

ン
の
ま
ま
。
今
年
は
新
入
学
生
２
名
、

在
学
生
２
名
、
先
輩
１
名
、
役
員
11
名

計
16
名
が
、
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
参
加
。

新
入
生
の
東
京
芸
大
の
井
添
智
子
さ

ん
は
、
早
速
、
１
０
０
枚
の
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
の
課
題
が
与
え
ら
れ
て
大
変
で
し

た
と
の
こ
と
。
ま
た
在
学
生
の
大
東
文

化
大
の
有
江
玲
央
君
は
、
昨
年
か
ら
対

面
授
業
に
な
り
、
英
仏
語
を
学
ん
だ
の

で
、
就
活
は
外
車
の
輸
入
会
社
に
内
定

が
決
ま
り
ま
し
た
と
嬉
し
い
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
早
稲
田
大
の
山
崎
美
里
さ

ん
は
そ
の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
、
高
校

に
進
学
し
た
妹
と
同
居
し
て
頑
張
り
ま

す
と
の
こ
と
。
今
年
か
ら
、
あ
こ
が
れ

の
バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
っ
た
福
井
圭
子
さ

ん
は
、
現
在
研
修
で
膨
大
な
量
の
観
光

案
内
を
勉
強
中
と
の
こ
と
。
み
ん
な
で

福
井
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
、
大
阪
ま
で
行
っ

て
み
た
い
ね
と
の
応
援
の
声
が
で
ま
し

た
。天

草
か
ら
西
田
勝
年
（
高
12
）
さ
ん

も
参
加
さ
れ
、
茂
木
根
で
週
１
回
ボ
ケ

防
止
の
た
め
、
「
脳
は
馬
鹿
な
の
で
、

嘘
で
も
大
声
で
笑
え
ば
健
康
に
な
る
会
」

に
参
加
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

天
高
卒
業
後
、
東
京
消
防
庁
に
入
庁

し
た
佐
佐
木
瞭
君
は
救
急
救
命
士
研
修

の
試
験
に
合
格
し
、
８
月
か
ら
来
年
３

月
の
国
家
試
験
受
験
の
た
め
の
研
修
を

頑
張
る
と
の
報
告
が
来
ま
し
た
。

様
々
な
環
境
で
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
姿
は
、
こ
の
激
動
の
時
代
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
皆
さ
ん
が
、
笑
顔
の
１
年
で
あ
っ

た
ら
と
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

今
年
こ
そ
、
総
会
は
対
面
で
や
ろ
う

と
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
第
７
波
に
は
勝
て
ず
、
や
む
な
く

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
対
面
で
の
再
会
の
願

い
は
、
残
念
な
が
ら
か
な
い
ま
せ
ん
。

関
東
あ
ま
た

か
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
本

校
の
教
育
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
第
Ⅱ
期
申
請

も
無
事
合
格
し
ま
し
た
。
申
請
校
の
約

半
数
が
不
合
格
と
な
る
厳
し
い
審
査
で

し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会
第
１
位
等
の
研

究
成
果
に
加
え
、
生
徒
た
ち
自
ら
が

「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て

実
働
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
評

価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
春
か
ら
科
学
部
の
生
徒

５
名
が
「
日
本
版
気
候
若
者
会
議
２
０

２
２
」
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会

議
は
、
全
国
か
ら
80
余
名
の
有
志
学
生

が
参
加
し
て
い
る
も
の
で
、
慶
應
や
筑

波
、
北
大
、
同
志
社
大
等
の
学
生
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
天
高
生
は
、
主
に
気

候
変
動
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
る

「
未
来
社
会
」
部
会
や
、
循
環
型
社
会

の
実
現
を
議
論
す
る
「
需
要
」
部
会
等

に
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
し
、
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
に
は
環
境
省

に
出
向
き
「
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る

政
策
提
言
」
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

天
草
ホ
タ
ル
の
研
究
グ
ル
ー
プ
も
、

６
月
の
京
都
会
議
に
招
か
れ
ま
し
た
。

日
本
各
地
の
ホ
タ
ル
の
現
状
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

８
月
に
は
、
京
都
大
学
野
生
動
物
研

究
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
）

で
の
研
修
が
、
高
校
生
と
し
て
は
初
め

て
認
め
ら
れ
、
２
年
生
が
ボ
ノ
ボ
や
ス

ナ
メ
リ
の
生
態
に
つ
い
て
現
地
で
直
接

講
義
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

進
学
で
も
、
国
際
教
養
大
１
、
東
京

藝
大
１
、
九
州
大
３
、
熊
本
大
17
（
医

学
科
は
４
年
連
続
）
を
は
じ
め
、
国
公

立
大
学
に
71
名
、
私
大
に
も
多
数
合
格

し
、
自
ら
の
夢
実
現
の
入
り
口
に
進
ん

で
い
ま
す
。

総
体
で
は
陸
上
部
の
錦
戸
君
が
三
段

跳
び
で
２
位
入
賞
し
て
南
九
州
大
会
進

出
を
決
め
、
吹
奏
楽
部
も
総
文
祭
で
演

奏
披
露
す
る
な
ど
、
多
く
の
活
躍
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
始
業
に
、
〈
水
道
水
か
ら

の
鉛
除
去
装
置
〉
を
発
明
し
て
ア
メ
リ

カ
大
統
領
賞
を
受
賞
し
た
少
女
ギ
タ
ン

ジ
ャ
リ
・
ラ
オ
さ
ん
の
話
を
紹
介
し
、

「
今
、
世
界
で
誰
が
苦
し
ん
で
い
る
の

か
、
解
決
の
た
め
に
は
何
を
ど
う
し
た

ら
良
い
か
を
考
え
、
次
世
代
を
担
う

『
地
球
（
知
究
）
市
民
』
と
し
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
よ
う
に
「
行
動
す
る
生
徒
」

が
続
々
と
出
現
し
て
く
れ
る
と
は
、
な

ん
と
も
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

定
時
制
や
倉
岳
校
で
も
、
Ｕ
Ｄ
の
視

点
に
立
っ
た
分
か
る
授
業
を
構
築
し
、

生
涯
の
「
学
び
」
を
目
指
し
て
「
人
間
」

教
育
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
、
関
東
あ
ま
た
か
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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天
草
市
五
和

町
鬼
池
、
昭
和

10
年
7
月
12

日
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
早
崎
海

峡
・
雲
仙
岳
を
正
面
に
眺
望
で
き
、
夏
は

満
天
の
星
空
と
天
の
川
も
見
え
ま
す
。
今

で
も
帰
省
し
た
時
は
鬼
池
港
の
先
ま
で
行

き
、
眺
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
半
農
半

漁
で
昭
和
20
年
頃
ま
で
舟
は
魯
を
漕
ぎ
、

風
の
あ
る
時
は
２
本
マ
ス
ト
を
立
て
、
帆

を
張
っ
て
漁
場
に
出
て
い
ま
し
た
。
子
供

の
頃
か
ら
釣
り
に
連
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

記
録
に
残
る
こ
と

●
昭
和
20
年
８
月
９
日
夏
休
み
・
快
晴
、

午
前
９
時
頃
、
閃
光
に
驚
き
縁
の
下
に
潜
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
10
分
後
長
崎
の
キ
ノ

コ
雲
を
見
た
こ
と
。

●
広
島
原
爆
８
月
６
日
、
20
数
万
人
死

亡
。
長
崎
原
爆
９
日
、
市
の
３
分
の
１
が

消
失
、
15
万
人
死
亡
。

●
８
月
15
日
終
戦
。
時
代
の
流
れ
は
大

き
く
変
わ
り
、
小
学
５
年
時
、
若
い
先
生

に
民
主
教
育
を
受
け
た
こ
と
。

●
天
高
進
学
。
恩
師
山
並
先
生
と
出
会
い
・
・

１
年
生
の
担
任
。
体
操
部
に
入
り
、
放
課

後
の
練
習
。
３
年
時
、
県
大
会
３
位
入
賞

（
於
四
国
松
山
）
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
於

埼
玉
大
宮
）
に
山
並
先
生
引
率
で
、
中
野

君
と
一
緒
に
出
場
。
当
時
は
蒸
気
機
関
車

で
２
日
か
か
っ
た
こ
と
。

●
日
体
大
に
推
薦
入
学
（
昭
和
29
年
）

卒
業
式
前
に
上
京
、
知
人
の
紹
介
で
新
聞

店
（
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
）
に
住
み
、
新

聞
配
達
（
３
年
間
）
。
玉
電
で
駒
沢
に
て

下
車
、
徒
歩
で
15
分
の
通
学
。
ク
ラ
ブ

活
動
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

●
昭
和
33
年
卒
業
。
都
立
教
員
採
用
。

中
学
校
５
年
、
都
立
工
業
高
校
19
年
、

普
通
高
校
31
年
、
嘱
託
教
員
５
年
計
41

年
間
勤
務
し
た
こ
と
。

素
晴
ら
し
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
仲
間

（
前
居
住
地
、
幸
町
団
地
33
年
前
入
居

時
創
立
）
と
日
曜
日
、
電
動
自
転
車
で
幸

町
１
中
グ
ラ
ン
ド
へ
行
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
試
合
と
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
幹
事
と
し
て
役
員

会
に
出
席
し
、
公
民
館
花
壇
の
花
植
え
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

私
は
、
昭
和

18
年
12
月
こ
の

世
に
生
を
受
け
、

数
え
年
で
ま
も

な
く
80
歳
を
迎

え
る
。

「
八
十
」
と
書
い
た
漢
字
が
「
傘
」
の

字
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
「
傘
寿
」
と
い

う
長
寿
を
意
味
す
る
言
葉
の
一
つ
が
生
れ

た
と
言
う
。
私
の
名
に
「

寿

」
の
字

こ
と
ぶ
き

を
授
け
た
親
の
心
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
も
あ
る
。
私
が
生
れ
た
頃
は
太
平
洋
戦

争
の
真
っ
只
中
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
当
時

32
歳
だ
っ
た
父
は
出
征
の
挨
拶
回
り
の

傍
ら
、
当
時
の
天
草
郡
佐
伊
津
村
役
場
に

私
の
出
生
届
を
出
し
た
と
中
学
生
の
頃
母

か
ら
聞
い
た
。
無
条
件
降
伏
し
た
昭
和

20
年
8
月
15
日
を
「
終
戦
記
念
日
」
と

し
て
惨
禍
を
反
省
す
る
日
が
設
け
ら
れ
た

と
言
う
が
、
私
に
絶
対
に
「
敗
戦
記
念
日
」

と
は
言
わ
せ
な
か
っ
た
、
そ
の
是
非
は
と

も
か
く
、
父
の
負
け
ず
嫌
い
根
性
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

天
草
で
は
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て

大
都
会
で
多
か
っ
た
食
糧
難
に
苦
し
む
こ

と
な
く
、
両
親
や
親
族
の
庇
護
の
下
で
楽

し
く
遊
び
、
小
中
高
の
学
校
生
活
に
も
没

頭
で
き
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
と
言
え
る
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
丁
度
60
年
前
の
３
月

に
母
校
天
高
の
卒
業
式
が
慌
た
だ
し
く
催

さ
れ
た
が
、
国
立
大
一
期
校
の
受
験
直
前

で
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
同
級
生
と
名
残

を
惜
し
む
暇
も
な
く
、
あ
ち
こ
ち
に
分
か

れ
て
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
互

い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
大
き
な
機
会
損
失

に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
か
ら
30
年
後
（
１
９
９
２
年
）

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
天

高
14
回
生
の
初
め
て
の
同
期
会
が
恩
師

多
数
の
ご
列
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
記
憶

が
鮮
明
に
よ
み
が
え
る
。
そ
の
後
は
4

年
毎
（
１
９
９
６
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
）
の
開
催
が
慣
例
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
に
予
定
さ
れ

た
喜
寿
祝
い
を
兼
ね
た
同
期
会
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
中
止
に
な
っ
た
が
、
傘
寿
祝
い

を
兼
ね
た
同
期
会
の
早
期
復
活
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

勤
め
人
だ
っ
た
約
40
年
間
は
自
己
確

立
と
子
供
の
育
成
・
自
立
支
援
の
期
間
だ
っ

た
が
、
３
人
の
子
供
達
も
独
立
し
て
家
庭

を
営
む
昨
今
で
は
、
我
が
家
は
私
と
ワ
イ

フ
と
可
愛
い
ワ
ン
公
の
３
生
命
体
が
つ
つ

が
な
く
過
ご
す
日
々
が
続
い
て
い
る
。
週

２
回
の
荒
川
河
川
敷
で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

や
畑
作
り
な
ど
で
退
屈
す
る
こ
と
な
く
元

気
に
過
ご
せ
て
い
る
。
両
親
の
お
か
げ
と

思
い
な
が
ら
天
草
帰
省
時
に
墓
前
で
合
掌

を
欠
か
さ
ず
に
い
る
。

本
年
私
達
天

高
17
回
生
は
喜

寿
を
迎
え
た
。

色
々
な
人
生
経

験
を
し
な
が
ら

無
事
に
得
た
幸
運
を
喜
ぶ
と
同
時
に
す
で

に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
恩
師
や
同
回
生
の
方
々

に
改
め
て
哀
悼
を
奉
げ
る
。

さ
て
、
友
人
か
ら
こ
の
寄
稿
依
頼
を
受

け
た
時
、
私
は
今
年
75
才
に
や
っ
と
な
っ

た
ば
か
り
。
た
だ
で
さ
え
後
期
高
齢
者
な

ど
と
勝
手
に
失
礼
な
呼
称
を
付
け
ら
れ
て

機
嫌
が
斜
め
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
い
き
な

り
“
喜
寿
”
と
き
た
。
『
私
は
早
生
ま
れ

で
再
来
年
が
喜
寿
で
す
よ
。
年
齢
詐
称
は

悪
い
こ
と
、
貴
方
が
書
い
て
下
さ
い
ね
』

と
断
っ
た
。
し
か
し
彼
は
喜
寿
と
は
数
え

年
だ
の
何
だ
の
と
古
臭
い
こ
と
を
言
い
、

結
局
説
得
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

“
古
臭
い
こ
と
”
と
言
え
ば
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
勃
発
に
そ
う
思
わ

れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
私
は
２
０
１
１
年
に
亡
夫
の
仕
事

の
縁
で
当
時
全
く
未
知
の
国
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
仕
事
に
7
年
間
関
わ
っ
た
。
そ
の
縁

は
奇
し
く
も
今
渦
中
に
あ
る
ロ
シ
ア
、
バ

ル
ト
三
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
に
繋
が
り
、

行
き
来
を
し
た
。
今
は
渦
中
の
国
々
に
起

き
て
い
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
気
が
気
で

は
な
い
。
私
の
喜
寿
の
寄
稿
は
こ
れ
ら
の

国
々
に
関
わ
る
こ
と
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

ロ
シ
ア
へ
の
最
後
の
旅
は
２
０
１
９
年

夏
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ロ
シ
ア
中
央
高
原
を

東
南
に
下
っ
た
人
口
50
万
都
市
の
ペ
ン

ザ
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
町
の
旧

Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
建
前
の
広
場
に
立
つ
レ
ー
ニ
ン

像
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
像
が
差
し

出
す
右
手
40
メ
ー
ト
ル
先
に
は
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
が
有
り
繁
盛
し
て
い
た
。
随
分
自

由
に
な
っ
た
ん
だ
と
私
は
安
堵
し
て
い
た

が
、
よ
も
や
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
３
年
後
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「
米
寿
」
多
く
の
人
と

の
出
会
い
で
成
長

小
畑
幸
保(

高
６
）

名
に
あ
や
か
っ
て

寿
い
て
80
年

北
内
寿
夫(

高
14
）

ひ
さ
お

喜
寿
を
迎
え
て

駿
河
和
子(

高
17
）



に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
す
る
な
ど
と
は
露
ほ

ど
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊
後

独
立
し
た
国
々
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
国

に
は
最
初
自
由
な
風
の
匂
い
を
感
じ
に
く

く
な
じ
め
な
か
っ
た
が
国
情
の
違
い
か
ら

き
た
感
覚
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
今

は
こ
の
美
し
い
国
と
人
々
は
大
好
き
だ
。

こ
の
国
は
ロ
シ
ア
と
は
同
盟
国
だ
が
双
方

の
大
統
領
同
士
が
心
か
ら
一
番
の
お
友
達

と
思
っ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
人
心

は
概
ね
西
側
の
自
由
を
志
向
し
て
い
る
。

し
か
し
、
広
大
な
平
地
の
先
の
隣
人
が
ロ

シ
ア
で
は
今
の
と
こ
ろ
現
状
維
持
し
か
な

い
。
た
だ
し
、
頭
脳
流
出
は
ロ
シ
ア
同
様

か
な
り
前
か
ら
起
き
て
い
る
。
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
か
ら
被
っ
た
惨
さ
を
子
々
孫
々
忘
れ

な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
人
口
９
０

０
万
人
の
三
分
の
一
が
命
を
落
と
し
て
い

る
。
人
々
は
日
々
の
平
静
な
生
活
を
望
む

が
大
変
化
し
て
ま
で
は
好
ま
な
い
。

１
９
４
１
年
に
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
境
を
越
え
ベ
ラ
ル
ー
シ
西
側
の
要
塞

都
市
ブ
レ
ス
ト
に
電
撃
侵
攻
し
た
。
こ
の

要
塞
で
の
攻
防
戦
は
ア
ゾ
フ
ス
タ
リ
製
鉄

所
の
死
闘
と
酷
似
し
て
い
る
。
一
カ
月
の

兵
糧
攻
め
で
玉
砕
し
た
。
捕
虜
と
な
っ
た

兵
士
の
行
方
は
不
明
の
ま
ま
。
私
は
５
年

前
の
夏
に
ブ
レ
ス
ト
要
塞
を
訪
れ
た
が
、

戦
場
跡
を
歩
き
回
る
と
背
筋
が
寒
く
な
っ

た
。
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る
こ
と

を
日
本
内
外
の
テ
レ
ビ
報
道
で
見
聞
き
し

て
い
る
と
涙
腺
が
脆
く
な
る
。

首
都
ミ
ン
ス
ク
に
は
立
派
な
国
立
戦
争

博
物
館
が
有
り
、
こ
こ
を
一
通
り
見
学
し

終
わ
る
頃
は
気
分
が
悪
く
な
る
。
独
ソ
戦

で
対
峙
し
た
戦
車
は
勿
論
、
腐
る
ほ
ど
多

く
の
戦
車
や
兵
器
類
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

何
と
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
地
を
更
に

近
代
化
さ
れ
た
兵
器
が
火
を
噴
い
て
殺
し

あ
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
数
百
あ
っ
た
強
制
収

容
所
の
内
、
３
番
目
位
に
大
き
な
施
設
が

ミ
ン
ス
ク
に
も
存
在
し
た
。
犠
牲
に
な
っ

た
ユ
ダ
ヤ
人
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
映
画
化
さ

れ
た
有
名
な
パ
ル
チ
ザ
ン
の
記
録
も
有
る
。

今
は
ロ
シ
ア
軍
に
ネ
オ
ナ
チ
と
み
な
さ

れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
捕
虜
や
市
民
達
は
ロ

シ
ア
の
収
容
所
か
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
か

れ
る
そ
う
だ
が
本
当
だ
と
す
る
と
似
た
よ

う
な
こ
と
は
起
き
る
も
の
だ
。
戦
火
か
ら

逃
げ
惑
う
人
々
の
姿
は
１
０
０
年
前
の
映

像
記
録
と
今
も
変
わ
ら
な
い
。

戦
時
中
ミ
ン
ス
ク
の
防
衛
線
で
あ
っ
た

ス
タ
ー
リ
ン
ラ
イ
ン
は
屋
外
の
広
大
な
戦

争
博
物
館
で
大
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

も
あ
る
。
入
場
料
も
高
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
の
戦
い
を
参
考
に
実
戦
に
近
い
シ
ョ
ー

を
見
学
し
、
戦
車
の
中
に
入
っ
て
戦
時
を

体
感
出
来
る
。
こ
こ
の
商
業
用
イ
ベ
ン
ト

は
今
ま
さ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
だ
。

モ
ス
ク
ワ
や
ミ
ン
ス
ク
の
地
下
鉄
は
凄

く
深
く
て
美
術
館
の
よ
う
に
美
し
い
が
、

そ
も
そ
も
米
ソ
冷
戦
時
代
に
戦
時
用
の
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
キ
ー
ウ
の

駅
が
一
番
深
い
の
は
当
然
だ
。
キ
ー
ウ
は

ス
ラ
ブ
民
族
な
ら
誰
も
が
大
切
に
思
う
純

粋
な
ス
ラ
ブ
文
化
の
聖
地
だ
か
ら
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
時
代
に
さ
え
、
特
に
入
念
に
作
ら

れ
た
筈
だ
。
地
下
鉄
の
駅
は
何
十
年
も
経
っ

て
初
め
て
シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
を
果
た
し
た

が
、
皮
肉
に
も
敵
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
の
た
め
の
も
の
に
な
っ
た
。

バ
ル
ト
三
国
の
人
々
は
概
ね
ロ
シ
ア
の

国
は
大
嫌
い
。
私
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ヘ

ル
シ
ン
キ
し
か
知
ら
な
い
が
、
過
去
の
戦

争
の
悲
劇
を
微
塵
も
感
じ
ず
自
由
で
明
る

い
。
街
の
ど
こ
で
も
外
貨
が
買
え
る
し
、

サ
バ
イ
バ
イ
ル
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
な
の
か

こ
の
国
で
は
誰
も
が
英
語
を
上
手
に
話
す
。

た
っ
た
一
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
着
く
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
は
か
な
り
事
情
が
違
っ
て
難
し

い
。
今
般
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
若
干
36
才

の
大
統
領
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
入
す
る
旨
電

話
で
プ
ー
チ
ン
氏
に
伝
え
仁
義
を
切
っ
た
。

彼
女
は
何
と
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を
装
備
し
て

キ
ー
ウ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
を
訪
ね

て
も
い
る
。
過
去
幾
度
か
ソ
ビ
エ
ト
と
戦
っ

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
兵
士
達
の
心
意
気
が

よ
み
が
え
っ
た
よ
う
な
気
さ
え
す
る
。

過
去
に
戦
争
の
多
か
っ
た
渦
中
の
国
々

で
の
私
の
見
聞
を
特
急
で
ご
紹
介
し
た
が
、

私
は
歴
史
が
繰
り
返
す
こ
と
、
油
断
禁
物

で
あ
る
こ
と
、
準
備
怠
り
な
く
と
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
た
か
っ
た
。
子
供
の
頃
、

日
本
は
い
つ
ま
で
後
進
国
な
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
国
は
繁
栄
し
、

世
界
中
の
国
々
の
事
情
に
比
べ
れ
ば
誠
に

平
和
な
時
代
を
77
年
間
も
享
受
し
て
来

た
と
思
う
。

私
た
ち
は
老
い
て
も
数
が
多
い
。
百
歳

ま
で
23
年
も
あ
る
。
若
い
人
た
ち
に
任

せ
る
だ
け
で
な
く
、
喜
寿
を
機
に
万
一
の

有
事
の
こ
と
な
ど
も
、
茶
飲
み
話
の
一
つ

に
そ
ろ
そ
ろ
し
て
も
い
い
頃
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

40
年
前
は
60
歳

は
お
じ
い
さ
ん
と

い
う
感
じ
が
し
て

い
た
の
で
す
が
、

い
ざ
そ
う
な
っ
て

み
る
と
私
は
年
寄
り
で
は
な
い
未
だ
若
い

の
だ
と
、
心
の
中
で
叫
ん
で
い
る
自
分
が

い
ま
す
。

高
校
卒
業
と
同
時
に
上
京
し
、
住
居
は

何
度
か
転
々
と
し
ま
し
た
が
34
年
前
に

現
在
の
西
東
京
市
に
落
ち
着
き
、
結
婚
し

住
居
を
構
え
ま
し
た
。
転
勤
も
16
回
ほ

ど
あ
り
ま
し
た
が
、
入
社
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
従
事
し
現
在
に
至

り
ま
す
。

何
回
か
仕
事
、
人
間
関
係
で
挫
折
も
経

験
し
ま
し
た
が
、
天
高
時
代
に
福
連
木
か

ら
の
通
学
、
天
高
マ
ラ
ソ
ン
、
ク
ラ
ブ
活

動
等
の
経
験
も
あ
っ
た
お
か
げ
で
何
と
か

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
母
親
が

長
期
に
わ
た
り
、
天
草
厚
生
病
院
に
入
院

し
て
い
た
た
め
、
福
岡
出
張
の
際
は
必
ず
、

母
の
顔
を
見
に
帰
省
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
際
は
同
級
生
の
友
人
に
空
港
ま
で
迎

え
に
来
て
も
ら
っ
て
、
少
人
数
の
懇
親
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
１
月
に
母
親
が
百
歳
で
霊
山
へ
と

旅
立
っ
た
関
係
で
頻
繁
に
は
帰
れ
ま
せ
ん

が
、
同
級
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
日
々
行
っ
て
い
ま
す

近
年
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
進
歩
で

ど
こ
に
い
て
も
話
が
で
き
る
時
代
と
な
り

ま
し
た
。
有
難
い
で
す
ね
。

私
に
は
上
京
し
て
40
年
以
上
継
続
し

て
い
る
の
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
卓
球
。
週
一
で
は
あ
り
ま
す
が

メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
気
づ
い
た
ら
結
構

上
級
者
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

も
う
１
つ
は
空
手
。
当
時
空
手
バ
カ
一

代
が
全
盛
期
で
も
あ
り
、
天
草
の
風
土
な

の
で
し
ょ
う
か
、
道
場
の
門
を
潜
り
ま
し

た
。
流
派
は
変
わ
り
ま
し
た
が
現
在
「
大

道
塾
」
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
会
社
か
ら
、
九
州
で
の
在
宅
勤

務
も
Ｏ
Ｋ
が
出
ま
し
た
の
で
、
現
在
住
ま

い
も
含
め
て
検
討
中
で
す
。

今
ま
で
は
同
級
生
を
中
心
と
し
た
お
付

き
合
い
で
し
た
が
、
今
後
は
同
窓
の
先
輩
、

後
輩
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

中
学
が
一
緒
だ
っ
た
馬
場
君
が
母
校
の
校

長
で
も
あ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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憧れのバスガイド

2021年６月、幼い頃からの夢で
あったバスガイドの内定を頂きま
した。今春、晴れてガイド寮に入
り、憧れの制服、白い手袋・・全
てが新鮮で浮かれていたのも束の
間。修学旅行シーズンからのデビュー
に向け、研修初日から膨大な勉強
量に打ちのめされました。エリア
ごとの細かい地図を理解し、複雑
に交差する高速道路の名前を覚え、
合計数百ページに及ぶテキストの

観光情報や歴史を丸暗記。怒涛の勉強をこなしながら、
いざガイドの練習に踏み込むも、上手いトークが出来ず
ダメ出しの嵐。この仕事の一番の地獄は、まさに今の研
修期間にあるのです。何度も心が折れそうになる中、支
えになっているのが私の同期達です。同じ屋根の下で暮
らして2ヶ月、まだまだ他人行儀ではありますが、ほど
よい距離感で支え合っています。その関係性が、なんと
も心地良く癒されるのです。普段は静かだけれど、ふと
近寄ると私を優しく包み込んでくれる、地元天草の大き
な海を思い出します。まだまだ勉強は続きます。一人前
になる日を夢見て頑張っています。

第二の人生

福岡の大学を卒業後、上京して
7年目の2022年３月に天草へのUター
ンを決めました。そして本年４月
より、総務省が管轄している「地
域おこし協力隊」という制度で天
草市役所の会計年度職員として任
用され、本渡銀天街内に拠点を置
く「アマビズ（天草市起業創業・
中小企業支援センター）」で勤務
しております。日々、天草内の起
業したい方や事業の経営相談等に

立ち合い、微力ですが東京で培った経験・知識を提供し、
充実した毎日を送っております(こちらが学ぶことばか
りですが)！在京時は、「天草元気プロジェクト」とい
う地域応援団体に所属し、東京から天草の発展のために
尽力しておりましたが、これからは第二の人生として、
生まれ故郷である天草の内から機運を作り、天草の宝を
世界へ発信していきます！関東、九州、はたまた世界中
どこで生きていても、ITを通して故郷へ関わることがで
きる世の中になりましたが、と同時に人と人の温かさを
大切にしながら生きてゆきたいですね。

東京子育てライフ

2015年の春、東京で仕事をし
ていた天草出身の主人と縁があ
り、結婚し、上京しました。当
時、主人は50歳、私は39歳。晩
婚、年の差夫婦の生活が始まり、
今年８年目を迎えることができ
ました。出会いから結婚までは
３か月程。２，３回会った程度
で結婚できたのは、共に天草出
身という安心感があったからだ

と思います。現在は、男の子２人
に恵まれ、子供中心の忙しい毎日を送っています。最初
は頼る人もいなく、心配していた子育てですが、東京は
便利で、公園や児童館などの環境も充実していてとても
助かっています。ママ友もできたことも、気候がいいの
もいいですね。2021年、次男が生まれました。コロナ禍
での妊婦健診や里帰り出産はいろいろと大変でしたが、
東京都のコロナ禍子育て支援事業（赤ちゃんファースト）
のサービスを受けることができ、赤ちゃんに必要な物を
選び、プレゼントしていただきました。とても感謝して
います。このような支援が田舎でも広がることを願って
います。主人の定年退職後の近い将来は熊本に帰ること

バスガイド

福井 圭子
(高68）

地域おこし協力隊

渡邉 隼
(高63）

澤井 志保
(高46）
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同級生はよかなあ！

東京の大学を出て熊本に帰って
今年は48年になる。何で東京に就
職しなかったのか。私にはこれと
いった理由はなかったが、ただ、
天高の校歌ではないが塵寰遠く隔
てたる、ごみごみしたところに住
みたく無かっただけ。それと仲の
よかった同級生も天草や熊本に就
職したので。働き盛りの頃は、仲
の良かった同級生にもあまり会う
機会もなかった。20数年前、熊本

市在住の22回卒の集まり「てんぐさ会」ができ、高校時
のクラスが持ち回りで幹事をして年１回（毎回30名弱参
加）会っている。また、「てんぐさ会ゴルフ部」ができ、
年数回4組ほどで楽しんでいる。数年前から高３の体育
祭の仮装行列仲間（男３人女性２人）と５人の会と称し
年数回食事会をしています。コロナ禍になってから、グ
ループラインで近況はツーカーです。私の場合は同級生
に恵まれて、和気あいあいで肩がこらず楽しいです。あ
と何年、心身共に健康で会えるのかわかりませんができ
る限り、天高卒の絆を大事に頑張ろうと思います。

熊本での新生活

現在、私は熊本のIT会社で新入
社員として働いています。４月か
ら５月末までは外部研修を行い、
６月いっぱいまで内部研修を行い
ます。私は文系の大学で、情報系
の知識を学んでいなかったため、
ITの知識は全くなく、研修でプロ
グラミングについて一から学んで
います。覚えることや新生活での
戸惑いも多いですが、新しい生活
を楽しみながら、頑張ることがで

きています。熊本での生活にもだいぶ慣れてきており、
車の運転も緊張していますが上達してきました。熊本に
帰ってきて遠出をしていませんが、仕事にも慣れて、運
転も上達し、土地勘もつかんだら、熊本や九州の観光ス
ポットなどに訪れてみたいと思っています。仕事ではIT
の資格もたくさんあるため、勉強を行い少しずつ資格も
取って、プログラミングの上達を目指します。まだまだ
仕事においても、熊本での生活においても未熟ですので、
これから少しずつですが一人前になっていけるように頑
張ります。

徒然なるままに熊本時々天草

東京での学生生活を昭和52年
から57年までの５年間、文京区
白山、国立市、新宿区北新宿で
過ごしました。卒業後就職浪人
中に天草から熊本県の応募書類
が送ってきまして、運よく昭和5
7年に熊本県に入庁しました。初
任地は、故郷天草の本渡土木事
務所、いきなり７月に集中豪雨、
長崎で眼鏡橋が流された大災害
の時です。天草も国道が何カ所

も寸断、河浦町役場が浸水するなど昭和47年上天草の災
害に匹敵する大災害となりました。在職中記憶に残る出
来事は、平成12年天草出身の福島譲二知事の突然の現職
逝去と平成28年の熊本地震の発生です。締めくくりはま
さかの地震災害でしたが平成30年に無事退職。初任後再
度の天草勤務は叶いませんでしたが、新一号橋（現在の
天城橋）の事業にも関わり、現在は毎週の天草通いに利
用しています。来年には第二天草瀬戸大橋も開通予定、
また少し近くなります。今後関東の地震も心配ですが、
新型コロナが落ち着いたら久しぶりに東京で天高の同窓
と交流する機会が持てることを楽しみにしております。

ⅠT企業勤務

原田 昇侑
(高70）

金子 徳正
(高28）

緒方 洋介
(高22）



（
会
報
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号
か

ら
の
続
き
）

避
難
し
た
二

本
松
市
の
体
育

館
は
壁
の
隙
間
か

ら
外
が
見
え
、
同
じ
く
床
板
の
隙
間
か
ら

は
３
月
の
冷
た
い
風
が
吹
き
込
む
。
広
い

体
育
館
に
置
か
れ
た
２
台
の
ス
ト
ー
ブ
は
、

周
り
に
多
く
の
人
の
輪
が
あ
る
お
陰
で
前

は
な
ん
と
か
暖
か
く
て
も
、
背
中
は
冷
え

切
っ
て
し
み
じ
み
寒
か
っ
た
。

自
衛
隊
や
他
の
支
援
団
体
か
ら
の
物
資

も
少
し
ず
つ
届
い
た
が
、
夕
食
と
翌
日
の

朝
食
は
お
握
り
と
冷
た
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
。
朝
食
の
お
握
り
は
、
前
日
に
体
育

館
の
入
り
口
に
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
置
い

て
あ
る
の
で
、
次
の
日
は
表
面
に
薄
氷
が

張
っ
て
い
た
。
悲
し
か
っ
た
。

少
し
し
て
地
元
の
婦
人
団
体
か
ら
数
台

の
保
温
ポ
ッ
ト
と
お
茶
が
差
し
入
れ
ら
れ
、

何
日
振
り
か
の
熱
い
お
茶
に
高
齢
者
の
人

は
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
。

猫
や
犬
を
連
れ
て
来
て
い
る
人
達
も
い

て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
喘
息
持
ち
の
幼
い
子

供
が
発
作
を
起
こ
し
て
苦
し
ん
で
い
る
の

を
た
だ
抱
き
し
め
て
背
中
を
さ
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
親
た
ち
。

二
本
松
市
市
議
会
議
員
の
方
が
お
見
舞

い
に
見
え
て
、
「
他
と
比
べ
て
も
こ
こ
は

あ
ま
り
に
酷
い
。
隣
に
は
暖
房
も
あ
り
、

畳
の
部
屋
、
水
洗
ト
イ
レ
付
き
の
建
物
が

あ
る
の
に
」
と
驚
き
、
す
ぐ
に
隣
の
建
物

が
手
配
さ
れ
た
。
ペ
ッ
ト
連
れ
数
人
は
体

育
館
の
中
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
囲
い
、
床

に
は
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
残
っ
た
。
地
元

か
ら
は
食
材
や
衣
類
の
支
援
が
あ
り
、
温

か
い
食
事
も
作
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

基
礎
疾
患
で
闘
病
中
だ
っ
た
夫
は
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
注
射
も
薬
も
持
ち
出
せ
な
か
っ

た
。
困
り
果
て
て
町
職
員
に
緊
急
で
二
本

松
市
内
の
病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
貰
っ
た

が
、
お
金
も
少
な
く
保
険
証
も
な
い
。
途

方
に
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
夫
の
実
家
か

ら
見
舞
金
を
送
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
傍

に
い
た
友
人
の
口
座
を
借
り
て
受
け
取
れ

て
本
当
に
助
か
っ
た
。

避
難
生
活
も
一
週
間
を
過
ぎ
る
と
、
男

性
の
髭
は
伸
び
放
題
。
夫
に
「
せ
め
て
髭

位
剃
っ
た
ら
？
」
と
言
っ
て
も
「
電
気
髭

剃
り
も
無
い
し
、
無
理
だ
よ
」
言
う
。
携

帯
電
話
も
、
数
人
が
持
っ
て
い
た
充
電
器

を
皆
で
借
り
て
い
た
が
、
あ
る
時
そ
れ
を

黙
っ
て
持
ち
去
っ
た
人
が
い
た
。
親
切
な

心
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
し
ま
い
残
念
だ
っ

た
。避

難
生
活
が
長
く
な
る
と
み
ん
な
お
風

呂
に
入
り
た
く
な
る
。
特
別
に
沸
か
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
、
自
衛
隊
よ
り
下
着
一

揃
い
が
届
い
て
18
日
は
女
性
、
19
日
は

男
性
と
分
れ
て
入
浴
。
積
も
っ
た
垢
を
流

す
だ
け
の
入
浴
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
入

れ
た
だ
け
で
幸
せ
だ
っ
た
。

翌
朝
、
埼
玉
の
桶
川
か
ら
お
母
さ
ん
を

迎
え
に
来
た
ご
夫
婦
が
あ
っ
た
。
一
面
識

も
な
か
っ
た
が
無
理
を
承
知
で
「
電
車
が

走
っ
て
い
る
所
ま
で
乗
せ
て
頂
け
ま
せ
ん

か
？
」
と
お
願
い
し
た
ら
快
諾
さ
れ
た
。

や
っ
と
鎌
倉
の
長
女
宅
へ
向
け
て
福
島
脱

出
″
こ
れ
で
漸
く
夫
も
病
院
へ
行
け
る
！

感
謝
！

途
中
、
佐
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩

中
数
十
台
の
大
型
バ
ス
が
入
っ
て
き
た
。

こ
の
時
勢
に
何
事
か
と
見
て
い
た
ら
「
双

葉
町
様
」
の
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
、
ト
イ
レ

休
憩
の
人
波
の
中
に
知
人
が
い
た
。
「
ど

こ
へ
行
く
の
？
」
と
聞
く
と
「
町
中
で
埼

玉
ア
リ
ー
ナ
へ
こ
れ
か
ら
避
難
だ
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

桶
川
の
駅
に
降
ろ
し
て
も
ら
っ
た
私
達

夫
婦
は
、
娘
の
嫁
ぎ
先
の
練
馬
に
一
泊
お

世
話
に
な
り
、
暖
か
い
部
屋
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
風
呂
と
食
事
、
十
日
振
り
の
柔
ら

か
い
布
団
に
手
も
足
も
周
り
と
ぶ
つ
か
り

合
う
こ
と
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
て
、

生
き
返
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

次
の
日
、
鎌
倉
の
娘
宅
へ
着
く
と
、
妹

家
族
も
熱
海
か
ら
食
料
品
や
着
替
え
な
ど

を
持
っ
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
「
ガ
ソ
リ

ン
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
ず
迎
え
に
も
行

け
ず
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
う
。
多
く
の

人
に
心
配
か
け
て
、
本
当
に
ご
め
ん
な
さ

い
。幼

い
子
供
二
人
を
抱
え
な
が
ら
娘
が
手

配
し
て
く
れ
て
、
隣
組
の
組
長
、
民
生
委

員
さ
ん
も
お
見
舞
い
に
見
え
る
し
、
夫
も

す
ぐ
に
湘
南
記
念
病
院
へ
通
い
始
め
た
。

自
宅
へ
は
、
津
波
が
収
ま
っ
て
も
原
発

事
故
の
関
係
で
す
ぐ
に
は
帰
れ
ず
、
一
時

帰
宅
の
申
請
が
許
可
さ
れ
た
の
は
７
月

25
日
で
、
申
請
か
ら
4
か
月
が
経
っ
て

い
た
。

郡
山
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
南

相
馬
市
の
馬
事
公
苑
へ
。
そ
こ
で
頭
か
ら

靴
先
ま
で
防
護
服
に
身
を
包
み
、
今
度
は

隣
組
単
位
で
浪
江
町
へ
と
向
か
っ
た
。
町

に
入
る
と
町
並
み
は
あ
る
の
に
人
の
姿
は

全
く
見
え
ず
息
遣
い
も
感
じ
ら
れ
ず
、
あ

る
大
臣
が
「
死
の
街
」
と
表
現
し
て
大
臣

を
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
く
そ
の

通
り
だ
と
感
じ
た
。

自
宅
に
許
可
さ
れ
た
滞
在
時
間
は
1

時
間
だ
け
。
散
乱
し
た
物
を
片
付
け
る
時

間
も
な
く
、
70
×
50
㎝
の
黒
い
袋
に
通

帳
、
カ
ー
ド
、
子
供
達
の
卒
業
証
書
、
権

利
書
等
を
詰
め
こ
ん
だ
。

時
間
に
な
る
と
、
門
口
ま
で
迎
え
の
車

が
来
て
帰
り
も
馬
事
公
苑
に
寄
り
、
放
射

能
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
頭
か
ら
靴
の
先
ま
で

検
査
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
個
人
で
希
望

の
日
時
に
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
家

を
片
付
け
た
り
、
ア
ル
バ
ム
等
を
持
ち
出

し
た
り
し
た
が
、
鼠
の
害
や
空
き
家
故
の

老
朽
化
が
進
み
、
リ
ホ
ー
ム
が
必
要
だ
と

な
り
、
結
局
、
平
成
29
年
10
月
解
体
し

更
地
と
し
た
。

鎌
倉
へ
避
難
し
て
か
ら
の
夫
は
病
院
通

い
（
内
科
、
脳
外
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科

等
々
）
を
日
課
と
し
、
私
も
孫
た
ち
と
も

一
緒
に
暮
ら
せ
る
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
復
興
住
宅
の
建
設
が

延
び
延
び
に
な
り
、
結
局
長
女
宅
を
出
て

徒
歩
10
分
位
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
っ
た
。
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求
め
て
止
ま

ぬ
人
の
世
の

真
理
の
た
ま

を
尋
ね
ん
と

行
路
は
遠
し

海
越
え
て

大
鯨
潮
を
吹
く
と
こ
ろ

緑
色
濃
き
南
溟
の

自
由
の
殿
堂
に
集
ひ
寄
る

（
旧
制
高
知
高
等
学
校
南
溟
寮
昭
和
2

年
寮
歌
）

チ
リ
の
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
を
出
て
マ
ゼ

ラ
ン
海
峡
を
西
へ
、
次
の
寄
港
地
は
サ
ン

チ
ア
ゴ
の
外
港
パ
ル
パ
ラ
イ
ソ
。
船
が
海

峡
か
ら
南
太
平
洋
に
出
て
３
６
０
度
の
水

平
線
を
見
な
が
ら
こ
の
歌
を
放
吟
し
た
。

私
は
学
生
時
代
を
寮
で
過
ご
し
、
沢
山

の
寮
歌
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
、
茶
碗
酒
の
後

は
皆
で
時
に
は
一
人
で
歌
っ
た
。
中
で
も

こ
の
「
求
め
て
止
ま
ぬ
」
は
一
番
好
き
な

歌
で
、
卒
業
後
も
思
い
出
し
て
は
宴
席
で

歌
っ
た
。

65
歳
ま
で
同
僚
に
恵
ま
れ
、
つ
つ
が

な
く
労
働
生
活
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
て

自
分
自
身
に
対
す
る
褒
美
と
、
人
生
の
区

切
り
を
つ
け
て
後
半
を
自
分
ら
し
く
生
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
女
房
に
小
さ
な

声
で
“
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
南
半
球
一
周
の

旅
を
し
て
み
た
い
ん
だ
が
”
と
切
り
出
し

た
。
返
事
は
意
外
と
“
行
っ
て
く
れ
ば
”

と
い
う
そ
っ
け
な
い
も
の
だ
っ
た
。
気
が

変
わ
ら
な
い
う
ち
に
と
直
ぐ
に
前
金
を
納

め
た
。

２
０
１
６
年
12
月
９
日
、
11
時
か
ら

乗
船
者
全
員
に
よ
る
避
難
訓
練
を
終
え
横

浜
港
を
出
港
し
た
。
11
日
、
船
は
九
州

の
東
海
上
か
ら
種
子
島
と
大
隅
半
島
の
間

を
抜
け
て
屋
久
島
、
ト
カ
ラ
列
島
、
硫
黄

島
や
黒
島
な
ど
を
見
な
が
ら
一
路
西
へ
と

進
む
。

そ
れ
ま
で
１
０
０
日
家
を
空
け
る
こ
と

に
つ
い
て
女
房
、
子
供
、
孫
た
ち
の
こ
と

が
心
配
で
、
“
自
分
一
人
で
旅
を
楽
し
ん

で
い
い
の
か
”
と
頭
を
よ
ぎ
っ
て
い
た
が
、

日
本
の
島
影
が
消
え
る
と
も
う
心
配
し
て

も
し
よ
う
が
な
い
、
南
半
球
一
周
の
旅
を

楽
し
む
ぞ
と
気
持
ち
が
切
り
替
わ
っ
た
。

「
日
本
へ
一
度
は
帰
り
た
い
。
鮭
と
い

う
魚
で
も
生
ま
れ
た
川
に
、
ま
た
海
か
ら

上
が
る
そ
う
だ
の
に
・
・
・
」
と
天
草
に

手
紙
を
出
し
た
母
方
の
先
祖
は
、
１
９
０

８
年
笠
戸
丸
で
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
第
1
回

移
民
と
な
っ
た
。
北
杜
夫
の
小
説
に
出
て

く
る
の
で
移
民
の
実
情
に
つ
い
て
は
少
し

知
っ
て
い
た
が
、
こ
の
目
で
ブ
ラ
ジ
ル
を

見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
先

祖
が
入
植
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
郊
外
で
日
本

人
の
方
の
入
植
地
を
訪
れ
現
地
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

寮
歌
を
放
吟
す
る
こ
と
、
入
植
地
に
行
っ

て
移
民
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
い
て
み
る
こ

と
、
勿
論
太
平
洋
、
イ
ン
ド
洋
、
大
西
洋

の
大
海
原
の
航
海
と
一
度
は
生
で
見
た
い

素
晴
ら
し
い
地
球
・
景
色
。
ま
た
、
南
極

に
行
け
る
と
い
う
の
も
魅
力
だ
っ
た
。
大

洋
で
眺
め
る
南
十
字
星
・
輝
く
星
座
、
船

内
で
の
勉
強
に
な
る
催
し
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
、
本
も
沢
山
読
め
た
。

想
い
出
に
残
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
の
だ

が
、
幾
つ
か
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

☆
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ

太
陽
が
没
す
る
直
前
緑
色
に
輝
く
と
い

う
話
を
聞
い
て
い
た
。
一
度
自
分
の
目
で

見
た
い
と
天
気
の
い
い
夕
方
は
デ
ッ
キ
に

上
が
っ
た
。
12
月
31
日
日
没
で
青
い
太

陽
が
見
え
た
。
写
真
を
撮
っ
て
い
る
人
も

沢
山
い
た
が
、
そ
の
瞬
間
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
得
た
人
が
果
た
し
て
何
人
い
た
ろ

う
か
。
し
か
し
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
何
人
か

は
緑
に
輝
く
一
瞬
の
太
陽
を
見
た
の
で
あ

る
。

☆
影
が
無
く
な
る

1
月
1
日
太
陽
が
真
上
に
位
置
し
、

円
筒
形
ポ
ー
ル
の
影
が
無
く
な
っ
た
。
デ
ッ

キ
に
置
い
て
あ
る
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
影

は
ま
っ
す
ぐ
下
に
あ
る
が
円
筒
形
の
電
燈

の
柱
は
全
く
影
が
無
く
な
っ
た
。
写
真
に

収
め
た
。

☆
避
難
訓
練

船
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
ア
ン
カ
ー

を
下
ろ
し
ブ
イ
を
投
げ
入
れ
る
と
人
工
衛

星
で
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
、
近
く
を
航
行
す
る

船
に
救
助
命
令
が
出
さ
れ
る
。
常
に
救
命

ボ
ー
ト
が
出
せ
る
か
避
難
訓
練
は
適
切
に

行
わ
れ
て
い
る
か
検
査
が
あ
る
。
（
航
海

中
２
回
あ
っ
た
）

☆
ウ
ル
グ
ア
イ
の
ム
ヒ
カ
元
大
統

領
乗
船

２
０
１
２
年
６
月
リ
オ
で
開
か
れ
た
国

連
の
持
続
可
能
な
開
発
会
議
に
お
い
て

「
貧
し
さ
と
は
も
た
な
い
こ
と
を
言
う
の

で
は
な
く
、
・
・
・
」
と
感
動
的
な
演
説

を
し
た
ム
ヒ
カ
元
大
統
領
。
給
与
の
90

％
を
慈
善
団
体
に
寄
付
し
、
自
分
は
１
千

ド
ル
（
11
万
円
）
で
生
活
し
て
い
る
こ

と
か
ら
世
界
一
貧
し
い
大
統
領
と
言
わ
れ

て
い
る
。
彼
は
、
環
境
問
題
は
水
資
源
の

問
題
な
ど
で
な
く
、
政
治
の
問
題
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
国
民
が
持
っ
て
い
る
と
同
じ
よ
う

に
イ
ン
ド
国
民
全
員
が
車
を
所
有
し
た
ら

ど
う
な
る
、
地
球
は
維
持
で
き
る
の
か
、

今
の
生
活
・
成
長
の
在
り
方
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
ら
は
政
治
の
問
題

で
あ
り
、
指
導
者
の
問
題
な
の
だ
と
訴
え

た
。
そ
の
大
統
領
が
１
月
25
日
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
を
訪
れ
て
ス
ピ
ー
チ
し
て
く
れ
た
。

以
下
、
航
路
順
を
紹
介
し
て
締
め
く
く
る
。

12
月
９
日
横
浜
出
港
。
神
戸⇒

上
海

⇒

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル⇒

レ
・
ユ
ニ
オ
ン
島

⇒

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島⇒

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

⇒

南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン⇒

リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ⇒

モ
ン
テ
ビ
デ
オ⇒

ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス⇒

ウ
シ
ュ
ア
イ
ア⇒

南

極
遊
覧⇒

プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス⇒

バ
ル
パ
ラ

イ
ソ⇒

ペ
ル
ー
・
リ
マ
（
空
路
で
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
）⇒

イ
ー
ス
タ
ー
島⇒

タ
ヒ
チ
島

⇒

ボ
ラ
ボ
ラ
島⇒

サ
モ
ア
諸
島⇒

３
月

22
日
横
浜
帰
港
。
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南極海

氷山、クジラ、

ペンギンの海、

多分二度と行

けない。

マチュピチュ

写真で何回も

見たマチュピ

チュ、

天気に恵まれ

た。

イースター
島

15体のモアイ像、

感動した。
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ようやく念願叶って、今家庭菜園に

はまっています。

数年前から近くの農家さんのご厚

意により、広さは自由に、また自宅

のすぐ傍で、何と無償で畑をお借り

しています。

四季を通して月並みの野菜を栽培

し、自家消費する以上に豊作となり、

ご近所さんには配っています。

一昨年コロナ禍で畑へ出る時間が

多くなり、畑が広いので今回「高菜」

に挑戦しました。3月に入ると急成長

して、4月には見事な「高菜畑」に！

収穫して漬物用に天日干し。しな

びた高菜の山を目の当たりにして喜

び、またその多さに悩みました。

「関東あまたか会の総会・友好の集

い」開催時に天草の農水産物を販売

しており、その中にいつも高菜漬が

ありました。役員として一緒に活動

に携わっている明瀬副会長のつぶや

き「女房も同郷で高菜が大好物。白

い温かいご飯に最高！うまかぁ！」

を思い出しました。家族全員の好物

ならば必ずや「高菜漬」」にトライ

してくださると確信して連絡を取り

ました。案の定、快諾いただき、

「高菜」の嫁入り先が決まりました。

後日、美味しい「高菜漬」に仕上がっ

ていますと感謝の言葉をいただきま

した。

大都会の空の下で大自然の恵みを

受けて「九州特産高菜」を栽培する

機会を与えていただき感謝していま

す。このように「関東あまたか会」

活動に参加することで天草人として

「絆」を強くすることができて誇り

にしています。今秋には３年振りに

四谷でお会いできるのを楽しみにし

ていましたが、残念ながら、オンラ

インでの再会となりそうです。

普段は東京で働く傍ら、天草を天草の

外から応援する『天草元気プロジェクト』

というコミュニティプロジェクトを進め

ており、その一つに「のさりの島」の上

映プロデュースプロジェクトがあります。

映画をきっかけに撮影地である天草へ

関心を持ってもらおうと進めた企画に

“映画を観た観客に天草の人から手紙が

届き、天草の方々へ返事を送る”「のさ

りの手紙」があります。天草からの手紙

は撮影エキストラや市役所の方々に綴っ

ていただき、天草外の映画館で上映され

る際に、プロジェクトメンバーが観客の

方々一人ずつ手渡していきました。東京

の渋谷や吉祥寺、多摩地域や横浜、静岡

など様々な映画館でお渡しし、最終的に

300通以上の返信が返ってきたのです！

返信された手紙には、「穏やかに、や

さしい時間が流れる天草。観光でなく人

と触れ合うそんな旅ができると」、「今

少しつらいことがあるのですが、これも

すべて授かり物。必要なことと思って今

を大切に過ごしたいと思います」、「S

NSで映画の感想を書いたら、思いがけ

ず前職の上司からメッセージがあり。今

は崎津教会を眺めながら暮らしていると

のこと。不思議な縁がつながりました」

等々。全国の様々な方が「のさりの島」

を感性という眼鏡を通して天草の印象を

語っています。

我々は自分の眼鏡をかけて世の中を見

ています。この「のさりの手紙」は天草

の未来をつくる中学生や高校生に見て欲

しい。物理的にはないこともたくさんあ

る天草だけれども、精神的な豊かさが多

くあるという眼鏡に気づいて欲しい。

（どうやって伝えるかは企画中です・・

笑）

今後ももっ

と地域が元気

になるような

取り組みを繋

げていきます。

私は料理するのが好きです。イタリア

ントマトパスタのレシピを紹介します。

「オリーブオイルたっぷりで作る本格イ

タリアントマトパスタ」

(材料)２人分・スパゲッティ麺２束

・完熟トマト３～４個

・オリーブオイル100～150cc

(作り方)

① スパゲッティ麺を茹でて(塩多めの

お湯)ざるにあげておく

② トマト１口大にカット

③ 熱したフライパンにオリーブオイル

を入れてそこにカットしたトマトを全

部入れる

④ 中火でヘラ等で混ぜながらトマト

に火を通していく。トマトが少し白っぽ

く見えて来たら、そこに茹でた麺を入れ、

混ぜながら麺を馴染ませ、煮たってきた

ら出来上がり※ 味加減は麺を茹でる時

の塩だけだが、味見して薄かったら最後

に塩を足して味を調節する。オリーブオ

イルがたっぷりなのに全然しつこくなく

味付けもお塩だけでまるでイタリアンレ

ストランのような美味しいトマトパスタ

が簡単にできます。

※ お料理

の1番の調

味料は、ビ

タミン愛❤
です。

我が家で

はみんな大

好きで、娘

は毎日でも

いいとリク

エストする

程です。

のさりの島を覗く眼鏡
渡邉 健（高58）

料理するのが楽しみ
木村 さよ子（高24）

高菜漬
平石 水利（高16）

高菜畑

イタリアントマトパスタ

のさりの手紙の1例
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国土交通省と熊本県で整備を進めている熊本天草幹線道

路の一部である「本渡道路」の（仮称）第二天草瀬戸大橋

の工事が、令和４年度中の開通に向け急ピッチで進んでい

ます。

「本渡道路」は天草上島と下島をつなぐ２本目の道路と

して、①天草地域と熊本都市圏間の「90分構想」の実現

②本渡市街地の交通混雑の緩和 ③緊急車輌の搬送時間の

短縮、走行性の向上による患者の負担軽減など、様々な効

果が期待されています。

「本渡道路」は、天草市港町～天草市志柿町約１．３kｍ、

幅員10．5m（車道２車線）の自動車専用道路で、橋桁

（上部工）が５月に一つにつながり、橋の工事も佳境を迎

えています。

熊本県及び天草市では、二つの新しい橋の名前募集を４

月１日から５月２日に行いました。一つは上島と下島をつ

なぐ橋【（仮称）第二天草瀬戸大橋】（県施工）もう一つ

は、本渡道路につなぐ橋（市施行）で、市民に永く親しみ

を持ってもらえるような名前の募集がされました。

橋名の発表は、令和４年秋ごろとなっております。

(仮称）第二天草瀬戸大橋橋桁連結
西田 勝年(高12）

全国ホタル研究大
会において発表

科学部ホタル班が「第53回

全国ホタル研究会京都大会」

（６月４日）において研究発表

を行いました。

以前から、全国ホタル研究会

には科学部の先輩も大変お世話

になっていました。

今年度は研究発表会に参加さ

せていただきました。

発表題目は「天草に生息する

ゲンジホタルの発光周期につい

て」として発表しました。

（天高HPから抜粋）

チア審査員と発表者

天草高校に入学して約２年が経ち、半年後には受験、卒業

が控えています。これまで先生方や保護者の方々に支えても

らった分、進路実現という形で恩返しをしたいと考えていま

す。

私達の学年は、入学前から新型コロナウイルスが流行しており、それに伴っ

て体育大会や文化祭などの行事は規模が縮小されてきました。しかし今年の

５月に行われた体育大会では応援団席での応援が復活し、最高の思い出を創

り上げることができました。２年間あらゆるイベントを我慢してきた分、心

から楽しむことができました。コロナ禍にも関わらず、最高の体育大会を準

備してくださった先生方や保護者の方々には感謝の気持ちでいっぱいです。

また、生徒会では昨年度から校則の改善に取り組んで

います。LGBTQ+の観点から、男女別だった制服が選択

性になったり、男女別色だったスリッパが学年の色に統

一されたりしました。今後も情勢に合わせて、校則をアッ

プデートしていく必要があると感じています。

私は社会に貢献する人材を数多く輩出してきた天草高校の生徒であること

に誇りを持っています。伝統を重んじながらも令和の時代に相応しい考え方

の「天草高校」を築いていきたいと思います。そして、進路実現に向けて勉

学に励み、胸を張って天草高校を卒業できるようにしたいです。これからも

私達天高生を応援していただきますようお願いいたします。

天高生として

天草高校 ３年 宮崎 心花
このか

天 草 便 り

天

草

高

校

便

り

(仮称）第二天草瀬戸大橋連結した瞬間（左下島、右上島） (仮称）第二天草瀬戸大橋連結式典(仮称）第二天草瀬戸大橋計画図

天草高校 夏制服



定時 大塚　博幸 9 大塚   満 12 福山  澄子 15 澤田 健次郎 17 口元   博 20 有働  東雄 21 山中  麗子 23 倉田　和利 29 田中　優子

天中 土黒  定信 9 石井  良空 12 小林  唯助 15 谷山  弘行 17 明瀬   建 20 安斉 きみ子 21 伊藤 日出喜 23 岡部　養一 30 石島   剛

2 糸田　寛人 9 宮﨑  光伸 12 大西  恒孝 15 下川  洋子 17 角岡 セツ子 20 尾田  幸生 21 馬場  信子 23 榊原  俊一 30 松下  栄二

3 酒井 ノブ子 9 岡田  松市 12 丸田  泰郎 15 原田　稔也 18 星野  悦子 20 木原　巡一 21 大島 ひろみ 23 田原 真記子 31 竹間  末人

4 堀    青子 9 三宅  康定 12 山並  義孝 15 山本  忠義 18 平元　詢二 20 池田  照樹 21 尾上   充 24 須賀原 眞弘 31 竹口  勝二

4 川野辺サツキ 9 住吉  幹夫 12 岩﨑　定義 16 松尾　和幸 18 八廣 久美子 20 橋川  順一 21 歳田  博文 24 三宅　盛夫 31 山崎 つる子

4 小溝  尚敏 10 久野  栄子 12 前田  栄一 16 倉田　蕃造 18 赤尾 美恵子 20 及川  立子 21 山下  正路 24 木村 さよ子 31 緒方 恵一郎

5 倉田   剛 10 中村　信一 13 村﨑  奉一 16 松岡　敏治 18 津田 志保子 20 三宅  定子 21 川上  知子 24 山下　喜丸 32 松岡　睦士

5 宮嵜  大和 10 小林  惟邦 13 板垣  壽朗 16 伊東　伸子 18 松本 恵美子 20 赤石  修一 21 稲葉　卓士 25 吉村 いつみ 32 小森  智美

6 西   比紗子 10 鳥羽瀬 建男 13 武田   縣 16 小野寺 正和 18 紀ノ國谷 治子 20 大塚  賢次 21 佐藤  義博 25 野口　金徳 33 竹村 いつ子

6 大和  賢造 10 木村  哲典 13 石井  裕二 16 園田　達彦 18 千代延 博子 20 山口  涼子 21 猪原 加代子 25 坂本　秀明 33 田中　春雄

6 小畑  幸保 10 平田  俊清 13 子原  敬子 16 平石　水利 19 楢原 いそ子 20 宮崎　幸一 21 巽    正喜 25 今村　惠子 34 玉田　峰樹

6 村上  賢一 10 須藤 智恵子 13 宮﨑  英一 16 大塚　延子 19 山田　貞子 20 原田   淨 21 田原   昭 25 竹尾　孝幸 35 舎川　恵子

6 小島 庄太郎 10 山口  桂子 14 原田  純吾 16 永野　和輝 19 山田　敏房 20 宮本 東志美 22 奈良﨑 孝佳 25 藤川　富次 40 尾田　 隆

7 岩崎  良昭 10 濱中 イチヨ 14 小崎  誠士 16 松岡　一行 19 荒木  統司 21 益田  志郎 22 矢澤 壽恵子 25 小松　健二 42 小浦  大吉

7 森本  雅生 11 関口 世紀子 14 大野  正光 16 稲葉 由起子 19 佐藤　 純 21 吉武　和子 22 佐久間つぎ子 25 古閑   学 42 鳥羽瀬 宗一郎

7 本多  敏朗 11 清原  桂典 14 冨永  茂和 16 本多 讙二郎 19 那須野 順子 21 岩下  好夫 22 井上 久美子 25 帶部　力男 42 子林　子史

7 田崎  弘吉 11 松尾  希一 14 森田  紘司 17 齋藤 佐智子 19 田中   廣子 21 蒔本　愛人 22 原田  眞一 25 松下 喜美子 46 山田　知子

8 三澤  哲也 11 大塚  徳満 14 北内  寿夫 17 緒方　茂夫 19 小橋   圓子 21 菅澤  眞弓 23 岩野 都美子 26 山下　勝範 48 山下　太郎

8 鶴田   博 11 加藤 いせみ 15 森下　幸造 17 長濱  栄喜 19 宮﨑　秀隆 21 野島　雄二 23 粂野  良二 27 田尻  正美 48 林田　直子

9 渡辺  和則 11 永濱   巌 15 中野   勝 17 津田  祐一 19 山下　純二 21 佐々木 容子 23 田中　光一 27 渡辺  満宏 65 酒井　智彦

9 梅本   進 11 藤田　和雄 15 松尾　弘美 17 山口  泰教 19 坂川   武 21 川原  照文 23 平田   勤 27 松野　明久

9 中元  令士 11 橋本　光春 15 土佐  幸子 17 志茂  豊子 19 巽    憲雄 21 松浦　優子 23 佐藤　正明 28 江頭 眞喜子

9 山田  輝夫 12 西田　勝年 15 原田 喜久雄 17 松下  庄治 19 佐藤  節代 21 古山  隆樹 23 濱崎   守 29 鈴木  美雪

9 吉本   守 12 三俣 香代子 15 本島  昭男 17 田中  幸夫 20 福田 いく子 21 平石  水重 23 髙橋   篤 29 木谷　祐一

9 中嶋  正毅 12 山田   清 15 吉永  靖子 17 金子  敬美 20 上    元範 21 土井  一美 23 若松　敏弘 29 榊原　保夫

天中 土黒  定信 12 西田　勝年 15 原田　稔也 17 田中  幸夫 19 山下　純二 20 宮崎　幸一 23 倉田　和利 25 野口　金徳 40 尾田   隆

5 倉田   剛 12 三俣 香代子 16 松尾  和幸 18 星野　悦子 20 福田 いく子 21 馬場　信子 23 粂野  良二 25 古閑  学 42 小浦　大吉

6 小畑  幸保 12 山田   清 16 倉田  潘造 18 八廣 久美子 20 安斉 きみ子 21 吉武　和子 23 濱崎   守 25 帶部　力男

7 森本  雅生 12 岩﨑　定義 16 松岡  敏治 19 那須野 順子 20 尾田   幸生 21 佐々木 容子 23 田原 真記子 28 江頭 眞喜子

9 石井  良空 13 村﨑　奉一 17 明瀬   建 19 田中  廣子 20 池田  照樹 21 佐藤  義博 24 須賀原 眞弘 29 田中　優子

9 宮﨑　光伸 13 板垣　壽朗 17 角岡 セツ子 19 宮﨑　秀隆 20 橋川  順一 21 山中　麗子 24 三宅　盛夫 31 竹間  末人

10 鳥羽瀬 建男 13 石井　裕二 17 長濱　栄喜 19 山田　敏房 20 大塚  賢次 21 田原   昭 24 山下　喜丸 32 松岡　睦士

11 清原  桂典 15 谷山  弘行 17 山口  泰教 19 山田　貞子 20 上    元範 22 佐久間つぎ子 25 吉村 いつみ 35 舎川　恵子

23 岩野 都美子 27 松野　明久

ご理解・ご支援・ご協力を賜り、誠にありがとうございます

令和4年度年会費を納入された会員の皆様（７月31日現在）

令和4年度年会費に加えて、ご寄附を賜りました会員の皆様

令和4年度までに令和5年度年会費を納入された会員の皆様

お名前の記載漏れや間違いがありましたら、お手数をお掛けしますが事務局までお知らせください。
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編

集

後

記

吉
村

い
つ
み
（
高
25
）

今
年
こ
そ
は
対
面
で
の
「
総
会
・
友

好
の
集
い
」
が
で
き
る
と
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
は
第
７
波

に
突
入
し
た
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

編
集
会
議
も
、
毎
月
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
会
議
を
行
い
、
編
集
委
員
も
一
度
も

集
ま
ら
ず
編
集
作
成
致
し
ま
し
た
。
執

筆
依
頼
は
、
時
に
は
郵
送
や
電
話
も
使

い
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
メ
ー
ル
に
て
お
願

い
致
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
全
国
か
ら
、

ま
た
色
々
な
世
代
の
方
か
ら
投
稿
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
編
集
委
員
一
同

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ご
覧
に
な
ら
れ
な

い
方
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
し
ば

ら
く
紙
媒
体
の
時
代
は
続
き
そ
う
で
す
。

引
き
続
き
ご
愛
読
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

訃
報
の
お
知
ら
せ

こ
の
１
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

(

前
号
未
記
載
）

高
女

植
村

温
子

様

（
令
和
３
年
）

高
女

青
砥

ミ
ツ
ヨ

様

（
令
和
３
年
12
月
）

天
中

村
上

有
志
知

様

（
令
和
４
年
１
月
）

高
２

鶴
岡

昌
盛

様

（
令
和
３
年
１
月
）

高
７

寺
崎

典
男

様

（
令
和
３
年
10
月
）

高
17

横
山

暁
生

様

（
令
和
３
年
10
月
）

高
17

田
尻

鉄
矢

様

（
令
和
４
年
３
月
）

高
18

和
気

三
恵
子

様

（
令
和
４
年
６
月
）

高
20

菅
沼

洋

様

（
令
和
４
年
２
月
）

高
23

岩
本

隆
二

様

（
令
和
４
年
１
月
）

高
31

園
田

伸
久

様

（
令
和
３
年
９
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

事務局からのお知らせ

１ はじめに
会員の皆様 今年の夏は梅雨明けが６月下旬と記録的に早く、気温が

高い日が続きましたがお変わりなくお元気でお過ごしのことと存じます。

関東あまたか会会報は平成6年10月の初号を発行してから、今回が43

号の発行となります。９月の発行になりますので、「長寿お祝い」と共

に、関東地区だけではなく、九州にUターンされた方の近況なども特集し

ました。どこに住んでいても繋がっていることを実感したいと思います。

これからもこの会報をご利用いただき、皆様で育て上げてまいりましょ

う。どんなことでも結構です。同級生との思い出、ふるさとの情報、趣

味の写真、イラストなどを事務局へお寄せください。

２ 年会費(2000円)および寄付金の納入について
お陰様で、会は堅実かつ順調に運営されています。皆様のご理解と多

大なご協力に感謝申し上げます。

新型コロナウイルス感染拡大により、総会・友好の集いをはじめ新卒

者歓迎会等の当初計画していた事業の多くがオンライン開催となったた

め、未執行経費が生じております。未執行経費については繰越金として

令和５年度予算に繰り越すようにいたします。

令和4年度年会費及び寄附金納入は、同封のゆうちょ銀行の払込取扱票

をご使用ください。振込手数料は会で負担しますので、会員の皆様は無

料です。ただし、現金での振り込みには110円の手数料がかかりますの

でご注意ください。払込取扱票には、お手数ですが住所・氏名をご記載

ください。

なお、11頁に記載してあります「令和4年度年会費を納入された方」

には、払込取扱票を同封しておりませんので、今年度の年会費の納入は

必要ありません。

３ ホームページについて
ホームページは、平成25年3月9日に開設し、訪問者数も少しずつ増え

てきております。まだご覧になっていない方は、是非ご覧ください。イ

ンターネットで「関東あまたか会」と入力し、検索をク

リックするとご覧になれます。また、スマホからは、会

のホームページの「QRコード」を掲載しましたので、

「QRコード」を読み取ってご覧下さい。

母校や後輩たちの活躍の様子、会員の皆さんから寄せ

られる郷土天草の話題、会の最新なニュースなどを随時

掲示しています。このホームページも皆さんのものです。ご覧いただく

とともに、同級生会や趣味の会等の開催のお知らせや、お気に入りの写

真など、事務局へ是非お寄せください。

4 おわりに
新型コロナウイルス感染症対策も今年で３年目となり、社会経済は大

きな転換期となりました。「新状態」の社会において何かと戸惑いも多

くありますが、「質実」「剛健」「寛容」の心を燃やして勇んで歩んで

いきたいものです。皆様におかれましては、Withコロナの時代、新しい

ライフスタイルで健やかにお過ごし下さい。

今後とも、関東あまたか会へのご支援・ご協力をお願い

申し上げます。

連 絡 先 事務局長 吉村 いつみ

℡＆fax:048-476-5853 携帯：090-8000-1722

E-Mail:jimukyoku@kantou-amatakakai.com

昨年に続きオンラインでお会いしましょう

１０月１６日（日）に予定している「令和

４年度総会・友好の集い」はZoomによるオ

ンライン開催といたします。

Zoomミーティングが初めての方でも、難

しくなく参加できます。１０月９日（日）と

前日の１０月１５日(土)にはトライアルも実

施しますので、安心してご参加ください。

オンラインでの開催要領は次のとおりです。

１、日時：令和４年１０月１６日(日)

15:00～17:00

２、開催方法：Zoomでのオンライン方式

(ホスト松野明久)

ミーティングID：825 4486 0974

パスコード：kanto2022

URL：https://us02web.zoom.us/j/825448609

74?pwd=U1J2ODBUY2UxbVJMQTVCMFJjVGtOd

z09

３、開催までの手順

・参加希望届：9月30日(金）までに氏名、

卒回生、メールアドレスを事務局に登録。

・オンライン通話テスト（トライアル）：

・10月9日(日)15:00～

・10月15日(土)20:00～

４、総会・友好の集いの式次第：

10月初旬に通知

Zoomミーティングが初めての方へ

初めての方でも、パソコン、タブレットか

スマホをお持ちの方は参加できます。この際、

離れたご家族のためにも使用できるようにさ

れたらいいと思います。

Googleなどで「Zoom参加」と検索すれば、

詳細に説明してあります。わからない場合は

事務局へお問い合わせください。

パソコンやスマホをお持ちでない方は、お

持ちのお友達とご一緒にご参加ください。

令 和 ４ 年 度

総会・友好の集いご案内

当会の振替口座のお知ら せ
１ ゆうちょ銀行から振り込む場合

・口座記号番号：00180-6-487424

・口座名義：関東あまたか会

２．他の銀行から振り込む場合

・銀行名：ゆうちょ銀行

・口座名義：関東あまたか会

・店名（店番）：〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）

・預金種目：当座

・口座番号：0487424


